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１．研究計画の概要 

 本研究の目的は、幼児期の感情制御システ
ムの発達過程を明らかにすることである。日
米の就学前期の幼児を対象として、感情制御
システムにおける３つのレベルに着目し、同
一実験参加者への反復測定データの収集・分
析により、その生起要因と発達過程を検討し、
感情制御能力の養成につながる知見を得る
ことを目指すものである。感情制御システム
の３つのレベルとは、生理的反応レベル（唾
液に含まれるコーティゾールの分泌量）、行
動レベル（フラストレーション場面の感情表
出および抑制と対処行動、対人的相互交渉場
面での行動）、媒介要因（子どもの認知能力、
子どもの気質、親の養育態度、親の気質、文
化）である。感情制御を３つのレベルと比較
文化的・縦断的研究から検討し、複雑系シス
テムを明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究の進捗状況 

 ４歳児の感情制御システム課題の本実験を

実施した。同じ対象児に３日間連続で実験に

参加していただいた。 
(1) 生理的反応の測定：唾液中のコーティゾ 
ールの測定をおこなった。幼児の日常のコー
ティゾール反応をみるために、起床時と就寝
時の家庭での唾液を採取するとともに、大学
のプレイルームで実施した感情制御システ
ム課題の実施前（30分前）・実施直前（0分）・
実施後(10 分後・20分後・30分後・40 分後・
50分後・60分後・75分後・90分後)の 10回
×３日間唾液を採取した。現在分析中である
が、コーティゾール反応には個人差があり、
感情制御の生理的反応にはいくつかのパタ
ーンが見込まれる。 

(2)行動の測定：３つの感情制御システム課題

（封筒課題・プレゼント課題・コンピュータ

ーゲーム課題）を実施して、幼児が感情制御

をおこなっているかどうかについて表情と言

葉の分析を行った。プレゼント課題の際に、

日本の幼児はアメリカの幼児に比べてネガテ

ィブな言葉を話すことが少なかった。表情を

表す際も、泣きや怒りよりも困惑やニュート

ラルな表情を示すことが多かった。 
(3)媒介要因の測定：幼児を対象に、実行機能
課題・心の理論課題・デンハムの感情理解課
題・積木模様課題・言語課題を実施した。日
米の比較を行ったところ、心の理論課題のう
ち複数の課題についてアメリカの得点のほ
うが高く、デンハム感情理解課題の表情図の
ラベル付もアメリカの得点のほうが高かっ
た。 

(4) 媒介要因の測定：養育者を対象に質問紙
を実施し、親の養育態度・親の気分の質・子
ども気分の質・日常の子どもの行動傾向を調
査した。事前に幼児をもつ親を対象として聞
き取り調査を行った結果、日本の親が幼児の
ネガティブ行動にすぐには介入せずに見守
る傾向があることが明らかになり、新たな項
目を作成して養育態度尺度を改善した。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている 

［理由］ 

 実験を開始する前に、アメリカ側との綿密
な打ち合わせを重ねる必要があり、そして実
験者と唾液採取者のトレーニングが不可欠
であったためにデータの収集開始時期が予
定よりも遅れた。しかし、日米で文化比較が
可能でミスのないデータ収集のためには必
要だったと思われる。また、唾液の分泌量に
は個人差および季節差があり、夏に実施した
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実験で採取した唾液量が不十分でコーティ
ゾールの分泌量の分析ができないと思われ
るケース及び極端に唾液量が少ない幼児が
いた。そのため、当初の予定よりも多くの研
究参加者を募集して、目標のデータ数を収集
することができたが、データ収集に予定より
も時間がかかった。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 今後は、生理的反応（コーティゾールの分
泌量）の分析を進めるとともに行動レベルお
よび媒介要因の分析を進め、その研究成果を
国際感情心理学会および論文として発表予
定である。また、５・６歳児向けの感情制御
課題及び認知能力課題についても検討をお
こない、縦断研究のための準備を行う予定で
ある。 
 なお、生理的反応（コーティゾールの分泌
量）の分析料金に、研究計画時に見込んでい
たよりも多くの経費がかかることがわかっ
たために、縦断研究（５・６歳時の感情制御
課題及び認知能力課題の測定）の実施費用が
不足する見込みである。研究の継続のために
は、新たに研究費を獲得する必要があり、今
年度に申請を行う予定である。 
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